










赤十字
奉仕団

わが町
の

　遠軽町赤十字奉仕団は、平成３年１２月に結団
し、今年で創立３０周年を迎えます。
　現在の団員数は１４５名で、主な活動として、災
害時に備えての炊き出し訓練、募金活動、小中学
校への雑巾の寄贈、そして町内のイベントにも積
極的に参加しています。
　町主催の総合防災訓練では、日赤テント２張り
を設置し、発電機と大型の炊事機材（レスキュー
キッチン）、ハイゼックスを使用して炊飯を行い、
１００食分のカレーライスを訓練参加者に提供する
など、実戦さながらに炊き出しの訓練を行ってい
ます。
　また、町内のイベント「健康とふれあいの広場」

では、日赤コーナーを設置して日赤活動のＰＲチラ
シを配付、社員（社資）募集の呼びかけを行うとと
もに、チャリティーボックスを設置し、募金活動も
行っています。
　そのほか、白滝地区分団では国道の花壇整備や
災害対策の講習会を毎年実施し、団員の連携強化
や防災知識の向上に努めています。
　このように遠軽町赤十字奉仕団はこれからも
様々な活動を通して日本赤十字社の大切さをＰＲ
するとともに、奉仕団の信条のもと、地域に密着し
た奉仕活動を続けていきたいと思っています。

委員長　森　由紀乃

地域に根差したさまざまな

活動を行う北海道の赤十字奉仕団。

その中からいくつかの奉仕団の

取組みを毎号紹介しています。

たくさんのご協力ありがとうございました
活動資金にご協力いただき、表彰された方々を紹介します（敬称略）　（令和2年11月～令和3年2月表彰伝達分）

金色有功章
支部 藤原　守

銀色有功章
旭川市 髙水　健嗣
江別市 大麻ファミリー歯科
八雲町 高橋石材工業株式会社　高橋　大仁

有限会社イナミ電気工業
支部 大森　隆

社長感謝状
支部 医療法人社団

平田博巳内科クリニック

皆さまの継続的なご支援が赤十字の活動を支えています。6 預金口座振替（自動引き落とし）により毎年継続して寄付することができます。 7

News ・ Topics

　3月22日（月）、ホテルサンプラザにて岩見沢市赤十字奉仕団
創立60周年記念式典が行われました。
　岩見沢市赤十字奉仕団は昭和35年5月に設立されて以来、
社資募集活動における地域での働きかけをはじめ、高齢者の
方々への支援として清拭用ウエス作りや車椅子掃除の実施、
また、夏まつり等の地元イベントへの協力や、花壇整備など
地域に密着した奉仕活動を実践されました。
　式典では、奉仕団並びに長年にわたり活動している奉仕団員
に有功章や感謝状が贈られました。

岩見沢市赤十字奉仕団  創立60周年記念式典を開催

わが町の奉仕団・表彰者名簿

3月5日（金）に伊達、浦河赤十字看護専門学校、3月10日（水）に日本赤十字北海道看護大学（北見市）で
卒業式・学位記授与式が行われ、合わせて151名
が学び舎を巣立ちました。
　看護専門学校の卒業式では、新型コロナウ
イルス感染防止の措置を行ったうえで日本赤
十字社の伝統の救護員制服に身を包んだ学生
たちが卒業証書を受け取り、大変だった実習な
ど仲間と支えあった３年間を振り返りました。
　卒業生は、道内赤十字病院をはじめ、医療機
関等で社会人としての一歩を踏み出します。

赤十字看護専門学校・看護大学で卒業式　赤十字の精神を胸に社会に羽ばたきます

　昨年11月以降、市内での新型コロナウイルス感染症の急
速な感染拡大に対応した旭川赤十字病院。病院には多くの
方から激励のことばや寄贈品をいただいたほか、近隣の
旭川市立青雲小学校の児童の皆さんから教室の窓にメッセー
ジを、市民有志の方から横断幕での激励メッセージをいただ
きました。
　横断幕は旭川市出身の道内の方から報道等を見て「病院
の皆さんが日々奮闘されていることに対して応援したい」と
いう思いから作製されたとのことです。皆様のご支援は職員
の励みとなりました。改めて感謝申しあげます。
　日本赤十字社では引き続き病院を中心に、新型コロナウ
イルス感染症の治療および感染拡大防止のための活動に取
り組んでいます。ご理解、ご支援のほど、よろしくお願いいた
します。

新型コロナに対応する旭川赤十字病院に応援メッセージ

遠軽町赤十字奉仕団

「健康とふれあいの広場」で赤十字をPR

卒業証書を受け取る
卒業生（伊達）

長年にわたる功労に感謝申しあげます

社会人としてそれぞれの道に進みます（浦河）

病院前に掲示された横断幕

青雲小学校皆さんの応援メッセージ

総合防災訓練での炊き出し
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赤十字
ほっかいどう

もっと伝えたい。北海道の赤十字のこと。

5月は赤十字運動月間
－活動へのご理解とご支援をお願いいたします－
赤十字の創始者アンリー・デュナンの誕生月である5月を「赤十字
運動月間」として、赤十字への理解を深めていただき、活動への
ご支援を呼びかけております。

赤十字の活動資金へ
ご協力をお願いいたします
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ホームページリニューアルのお知らせ

インフォメーション

　北海道支部ホームページが4月1日よりリ
ニューアルしました。
　今回のリニューアルは、使いやすさやセキュリ
ティの強化等を目指し日赤本社主導で構築され
た「日本赤十字社本社・支部統合WEBサイト」
への参加によるものです。
　よりアクセスしやすい内容となったほか、ス
マートフォンなどのモバイル端末からアクセスし
た際も快適に利用いただけるように対応してお
ります。
　なお、ホームページのリニューアルに伴い
URLが変わりました。ブラウザの「お気に入り」「ブックマーク」などに登録されている場合は、新しいURLへの
変更をお願いいたします。
　これからも多くの皆様にご覧いただけるように内容の充実を図り、様々な情報提供を行ってまいります。

赤十字安全法講習の教材価格及び受講費の一部改定について
　令和3年4月1日以降に開催される
赤十字救急法等各安全法講習につい
て、講習で使用する資材の価格改定等
に伴い、教材価格及び受講費の一部を
改定いたします。
　お申し込みの際は、右記の内容を必
ずご確認いただき、ご理解いただきま
すようお願い申し上げます。 

※上記以外の教材価格、受講費に変更はありません。詳しくは当支部ホームページをご確認ください。

令和2年度　第2回評議員会
　令和2年度第2回評議員会は新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、文書により「本社理事の任
期満了に伴う候補者の選出について」、「令和3年度事業計画（案）」並びに「令和3年度一般会計並びに各特別
会計の歳入歳出予算（案）」が審議され、原案どおり承認されました。

ユニバーサルデザイン（UD）の考え方に
基づき、より多くの人に見やすく読みま
ちがえにくいデザインの文字を採用して
います。

●教材価格　救急法教材セット 1,000円　▶ 1,100円

●受講費　　救急法救急員養成講習 1,700円　▶ 1,800円
　　　　　　幼児安全法支援員養成講習 1,800円　▶ 1,900円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ※いずれも税込

https://www.jrc.or.jp/chapter/hokkaido/新URL

改定内容
改定後

令和3年4月１２日

公式 facebook ・ Instagram で情報発信中！
https://www.jrc.or.jp/chapter/hokkaido/

トップページ


